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東京大学大型計算機セン

ター･コンピューター･

ネットワーク･システム

現在,束京大′羊大型計算機センタ【

(以下,東大センタという)において,昭

和49年度より二丈部省の特定研究により

コンピューター･ネットワーク･シス

テムの研究が進められている｡これは,

‾央京大学(以下,束人という),京邦人

学(以下,京大という)及び日本電信電

話公社(以‾F,電電公社という)の二名･

が協力して東大,京大両センタ糾jをう五

電公社が提供するディジタル･データ

交換現場試験綱(DDX-2)と接続し,

システムの問題点の摘出と解決を区lる

ことにより全国7筒所･に散在してし､る

大型計算機センター間のネットワーク

建設のための条件を確立しよう とする

ものである｡

実験はネットワークを通してRJE(リ

モート･ジョブ･エントリ【)とTS S

(タイム･シェアリング･システム)機

能を実現するという二段ド皆に分かれて

おり第1f那皆のRJEは昭和51年10月に

実験を完了し,現在は第2段ド皆のTSS

機能の開発に入ってし-る｡本計画の特

徴は1本の回線を利用して,RJE,TSS

を同時に複数サービスできる高度なネ

ットワーク･システムである｡RJEは従

来東大センタが行なっているリモート

バッチのような主従関係を持つ接糸売形

態と異なり,東大センタ,京大センタ

が全く対等な立場でジョブを依頼し,

その結果を受け取ることができる｡

また,現在開発中のTSSはTIP(タ

【ミナル･イ ンタフェース･プロセッ

サ)システムを開発し,東大センタ,

京大センタに接続されるTSS端末及び

TIPに接続されるTSS端末から木‖手大

巧リセンタを利用する技術を確認する｡

これらの機能を実現するためのシステ

ム構成は,匡11のようになっている｡

すなわち,束大センタはホストコンビ

ュ【タとしてHITAC 8700/8800,TIP

システムとLてHITAC 20,京人セン

タはF-230/75が設置されており,この

ホスト間を電電公社のディ ジタル･デ

ータ交換現場試験綱が結んでいる｡回

線速度は仝二重式48k bpsの高速【口】線

である｡日立製作所では東大センタの

指導のもとにRJE,TSSの機能を現
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fl三枝動中のオペレーティ ングシステム

(OS7)で実一睨するための作業を行な

っており,RJE関係としてNCP(ネッ

トワ【ク･コントロール･プログラム),

NCAM(ネットワーク･コ ミュニケー

ション･アクセス･メソッド),RJEア

ダプタなどのソフトウェアの開発を完

了Lており,現前三-一部稼動中である｡

昭和52年度にはセンタ･システムへ開

発したシステムを組.み込み業務サービ

スができるように,同53年度からは

RJE,TSSの仙業務サービスを開始で

きるよう準伯を進めている｡
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注:HosT=ホストコンピュータ

F巨P=フロント･エンド･プロセッサ

TIP=ターミナル･インターフェース･プロセッサ

コンピュータ･ネットワーク･システム構成図




